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385．空手道選手に おけ る肘障害に つ い て
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　【目的】空手道競 技は他の 競技と違う競技特性 を有す る。それ は

完全な打突を行わず、攻撃技をコ ン トロ
ー

ルするとい うこ とで ある 。

また、ド肢技に比較 し、上肢技を多用する ところか ら本研究は肘関

節障害の 傾 向を明 らか に し、障害発生の 予防 ・再発防止 に役立て る

こ とを 目的 と した。

　1対象およ び方法】K ア ン ケート調査　
一．
般 大学選手〔以下、UG｝65

牧男48名 ・女 17名｝、全 El本空手道連盟 ナシ ョ ナルチ
ーム選手似 下、

NQ61 糊 38名 ・女23名帥 2銘 、年齢212 歳 （18
〜3臓 ）

・経 験

年数93年 （2ヵ月〜22年）、譏査項 口　〔1瀰み の 有無 〔2膈 みの 繝 立

（  内側  嬾   而鶴 後方の 碯 ‘位に頒 〕磯 鰍 況 瞹 傷原

因 〔5暖傷後の 処置 〔6膈 みの 期間　〔7脯みの 宅観嘶評価の 7項 屠で

話糊 は面談法にて聴取 した。また国体出場避乎ア ン ケート317名との

比較を行っ た ［t　a レン トゲン 痛みのあ る選手の 中からUG7名〔男5、

如 ）NG5名偶3、如 ｝計12名の 1E ・慢緬標準的X線撮影を行 っ た・

　C 筋 電毆EMG 左 右の 上腕二 等筋βi（鯛 ・ir一腕 三等脚 d姻
・
橈

倶1獅 紳 筋邸 ｝づ倒 手根屈蹶 FCQ の8音離 の 表轣 甌口本光電 ・

テ レメ
ー

タ
ーシ ス テ ム）を同時副測 し、熟 練者1名（丘段 ・38歳経験 年

魏 3鰍 未熟線者1名（初段
・2臟 ・攤 ｛F魏 鰍 讙銘 の 各動 乍筋

電図を訓測1した9

　 鑑果］A ア ンケ
ート調査 利 き腕 の チ ェ ッ クで は右利 き115人、

左利 き9入、左右 ともが 2人で あ っ た。（1瞞 み の 有無 UG で 80D畩

NG は229 ％で痛み あ り。〔2腑 みの 部位　  左肘関節で はUG、　NGと も

に多く、内側275％、後方43．3％で あっ た。  右肘関節で はUG、　NG と

も後方で、36．6％で あっ た。（3疫傷状況で はしG ・NG と もに突きを出

した瞬間90D ％であ っ た。〔4）受傷原 因UG で は不明が57．60r．、　NGで は

空突き
・
過使用 ともに35．71％であっ た。 〔5慶 傷後の 処慣　UGで は

　「何もしない 」63．46ga　NG で は ア イシ ン グ35．7％テ
ーピン グ21．41％

が多い
。　（6踊みの期間　UGは 2ヵ月以内が約8〔脱、　 NG で は 10年以 L

力宅33肱 1〜3年継nVltii23．3％ （7痛みの 主観的評価 UGで は蝉
・3 ・

4の順で、NG で はs鴎 の ひ どい 痛みに集中 して い る。

　B レ ン トゲ ン像 X 線撮影で 1名の 肘頭周辺骨透i亮艨、上腕 霤前方

骨肥厚、尺骨鈎状突起骨蕀がみ られた 。

　CEMG 　未熟蠡賭 は構えの 状 態か ら纐舌動が始ま り、　Bicepsの 活勦

が2度起こ っ て い る。 熟練 者 での 筋 活動は突き動作の 瞬間の みで

Bicepeの f舌動は1回であ っ た。

　　【考察1左肘関節で は内側 ・後方、右肘 関節で は後方が 多い の は

左右の 突き動作の 形 態、目的の違い （左準突 き、右逆突 き｝に関連が あ

るの で は ない か と思わ 艦 痛み の 期間 ・主観 的評価で は練置量、畤

而が 影響 して い るもの と推察され る。醂 選手で の肘傷害発生率は

11％で あるがUG は 800 ％でそ れ ら痛 み を訴 える選手は受傷後、また

痛み継続中 に もかか わ らず放置さ れて い る こ とか ら高率 を示す もの

と考えられ る 。 NGで は 痛み 継続が 長期化し、さらなる練習継続で伸

展 ・屈 曲に影響 を及 ぼ してい るこ とが面談の 結果判明した。以上の

ことか ら痛み を訴える選 手の 積極的な練 習 ・試合 を望むため に もCnre

の必要性が、また練習方法改善な どの 考慮が予防 ・再発 防止 に継が

ると思 われ る 。　　 空手道　　　　 肘障害　　予防

　　　　　　　　ド
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ツ 選手 の 棘上 筋 ・棘下 筋の 筋 厚 と筋 力
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　 【目的1
　肩を 頻回 に使用 するス ポ

ー
ツにおい て ， 利き 腕側の 棘下

筋や 棘上筋 に著 明な 萎縮がみ られ る こ とは諸家に よ り報告

され て い るが，萎縮に至 る まで の過程やパ フ t 一
マ ン ス に

対 する 影響 を 明 らか に して い る 報告は な い．そ こで 本研 究

で は ， 打撃
・投球 動作およ び腕 に よ る 体 重 支持 に よ り肩 を

頻繁 に使用 す る種 目 と，ス ポ
ー

ツ場面 に お い て あ ま り肩 を

使用 しな い種 目の ス ポ
ー

ツ選手の 肩の 形態 と機能を 測定 し，

各 種 目によ る特徴を捉え る と共 に，ス ポー
ツ 曄 害 の 予 防 に

対する基礎的資料とな る こ とを 目的 と した，

　 【方法】

　対象は，大学生男子バ レーボ
ール：V（n＝8），ハ ン ドボー

ル ：H，野球 ：B，体操競技：G，陸上 中
・
長距離 ：D（各 n・＝10）

選 手 と した．棘上筋 ・棘下筋の 筋厚は ， 小型 超音 波 医療診

断装置（本多電 子 株式会社製）を用 い ，棘 下筋 は 肩 甲棘 中 央

の 矢状 面，棘 上 筋はそ れ に 連続 し筋の 走行 に 垂直 な面 に探

触子 （7 ．5MHz ）をあ て 測定 した ．肩 内外 旋筋 力 は，

BlODEX （BIODEX 社製）を用い，角速 度60deg／sec にお け る

ピーク トル ク を坐 位 ， 上 醗下 垂 位，肘90度屈曲，肩軽度外

転位 にて 測定 した．各項 目の 値 に は統 計 的処理 を行 っ た．

　 【結果および考劉

　各測定値を 5種目の スポ
ー

ツ にお い て 比較する と，V ・H ・B
・G は筋厚 およ び筋力の すべ て の 項 目で ，ス ポーツ場面 にお

いて あま り肩 を使用 し な い Dに比 べ 有意 に高 い 値 を 示 した．

また 自身 の 体重 を腕で 支え る 動作を繰 り返 すGは，利 き腕側

棘 上筋 の筋 厚 が他 の 4種 目の 選手 に 対 し 有意 に高 い 値 を示

し，筋力の ピ
ー

ク トル クの 体重比で は，両 側の 内旋筋 力 お

よび非利き腕の 外旋筋力に お い て は他の 4種 目に対 し，ま

た利き腕の外旋筋力にお い て はHを除くV・B・Dに対 しそれ

ぞれ有意に高い 値を示 した．本研 究 の 結果 か ら，今後 筋に

著明な萎縮が見られ るまで の 過程や 筋厚 と筋 力 との 関係 に

つ い て 明らか に す る ため に，各 ス ポーツ選手 の肩 の形 態 や

機能を 縦断的 に 測 定す る 必要 が あ る と考 え られ る．

　　【まとめ ）

　大学男子 バ レ
ーボー

ル ，ハ ン ドボール，野 球，体操競

技，陸上申
・
長距離選手 に対 し，棘上 筋 ・棘下 筋の 筋厚

お よ び肩内外 旋筋力 を濔 定 した．結 果 は以 下 に示すt

1．V ・H・B・Gは ， 筋 厚お よび筋 力の すべ て の項 目に おい て D

　 に比べ 有意 に高い 値を示 した．

2，Gは利き腕 側 棘上 筋 筋厚 お よ び眉 内外旋筋力 に お い て 他

　 の 4種 目の 選 手 に対 し有意 に高い 値を 示 した ．

3．筋 が顕 著 に萎縮する過程 や，筋厚 と筋力 との 関係 につ

　 い て 明 らかにするため に ，各ス ポ
ーツ選 手の 肩 の 形態や

　 機能を縦断的に測定する必要が ある と考 え られ る．

棘上筋
・
棘下 筋筋 厚　肩 内外旋 筋力　競技特性
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